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【はじめに】

日本において附和56年からかんは死亡原囚の第1位

となり， 今や2人に 1 人ががんサバイバー である。が

んサバイバー はそれぞれが体験しているあらゆる不安，

悩み， 困難等を安心して吐き出せる場と良き聴き手を

必要としていると同時に， 同じサバイバー の体験の語

りをできるだけ閏きたいと思っており， その社会的サ

ポ ー トのひとつとしてがんサロンがある。 当院でも平

成28年12月に開設して1年以上か経過した。

最新のがん統計によると男性罹患数の方か多いにも

関わらず， がんサロンに関する現状報告や当院のサロ

ン参加者は女性か大半を占めている。男性参加者が少

ない理由に関しては未調査である。

【目的】

本研究でA病院かん患者サロンの男性ニ ー ズを明ら

かにし， 男性参加者か少ない理由の把握に繋げたい。

【方法】

研究デサイン：質的帰納的研究 研究対象：かん患

者サロン「つなく」に3回以上参加した男性2名 調

査期間：平成29年7月~10月 デー タ収集ガ法：かん

サロンに通う日的や要望について半構造化面接を行っ

た。 分析方法：迩語録を作成しかんサロンに対する

二 ー ズに着日してコ ー ド化し， カテゴリ 一 を生成した。

倫理的配慮：所属施設の倫理委員会の承認を得た上

で協力者の体調に充分配慮し面接を行った。

【結果】

2個の【カテゴリ ー 】， 12個の《サブカテゴリ ー 》

に分類された。

男性は損得勘定でものごとを考え《合理的である》

ため， サロンは《気楽に参加したい》と考えており

《目的のない話を聴くのは苫手》である一方《目分の

成し遂げてきた努力を認めてほしい》《性別特有の考

えや問題を理解してほしい》《同じような苦難を乗り

越えた人と話したい》と思っていた。しかし《気を遣
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いたくない》ので《初対面では簡単に自己開示しな

い》傾向にあり【男性の考えを認識してはしい】ニ 一

ズ（表1 )が明らかになった。

また，《がんに関する最新の情報を得たい》《他社

貢献することで人の役に立ちたい》とサロン参加者に

は明確な目的があり， 【自分の目的を逹成したい】ニ 一

ズ（表2)があった。

サロンに参加する副次的結果として《生への活力》

《自己成長への気付き》があった。

【考察】

男性には【日分の目的を逹成したい】ニ ー ズがあり，

表1

同じような苦難を
乗り越えた人と話したい

初対面では簡単に 男はちょっととっつきにくいと思う。

自己開示しない

表2

他者貢献することで
人の役に立ちたい

自己成長への
気付きがある

仕事をしていたら社会貢献度
が高いなって思える。

ここに来ると自分が必要とさ
れていると感じる。

元気を与えていきたい思いが
参加する度に強くなる。

やっと夢が叶った。僕の生き
た証にも喜びにもなるし、これ
をやっているからこそ、生き延
びられているって思います。

家族とか人の気持ちなんか考
えなかった。病気になったか

らこそ言える。
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がん患者サロンにおける男性参加者の ニー ズ

目的逹成に繋かる自己利益を得られるものをサロンに

望んでいた。 しかし， そのような環境が充分に整って

いないため， まずは【男性の考えを認識してほしい】

と考えていることが明らかになった。

黒川は， 戸籍上の性別と脳の性別は必ずしも一致

しないか性差があり， 男性脳はゴール志向型であると

述べている。 すなわち， 男性はものごとにゴー ルを定

め， それに向けて考え行動する， 合理的な思考をもっ

ているという特徴がある。 ゆえに日的が明確にある話

は関心を持って聴けるが， そうでない話を聴くことは

苦手なのだと考える。

しかしその一方， これまでの苦労や成し遂げてきた

努力を認めてもらいたい， 性別特有の考えや問題を理

解してほしいため話したいと思っているにも関わらず，

男性は家族にさえ弱みをみせたくないと本心を話しに

くいことが明らかになっている。

朝倉は「がんサバイバー は， それぞれが体験してい

るあらゆる不安， 悩み， 困難等の， とりわけネガティ

ブな感清を， 安心して吐き出せる場と良き聴き手を必

要としている」 2 と述べている。 男性は話を聴いてく

れるなら誰でも良いのではなく， 会話の目的を共有で

きるかん体験者， 且つ同じような苦難を乗り越えた人

を対話の相手として求めていた。 これらのことから，

目的のない話を聴くのは苦手だが， 同じような苦難を

乗り越えた人とは話したいという考えをもっているこ

とが示唆された。

男性もサロンに参加しようとは思うものの， 初対面

の相手とは会話の目的か明確ではないのでお互いの目

的か共有できるまでは自己開示しない傾向にあり， とっ

っきにくい印象を与えてしまいがちである。 とくに女

性は対話のプロセスから共感を得て， 目己開示し合い

ながら関係性を深めていくため， 女性との対話におい

て目的のない話を聴くことは欠かせないと考える。 サ

ロン参加者は初対面且つ女性が多いので， 女性同士が

集まると男性が理解できない性別特有の話や好まない

雑談のような話になりがちである。

男性はコミュ ニ ケ ー ション方法の違いをストレスに

感してしまい， 参加意欲が減退すると考える。 これは

サロンから足か遠の＜原因となっており， 男性参加者

か少ない現状に繋がると考える。 初対面の男性と女性

の対話は， 共通の目的を最初に定め， プロセスを経て

こそ成立すると考える。

また， 男性はサロン参加目的か明確にあり， 自己利

益がないと参加意欲が低下することか示唆された。 男

性特有の考えを認識し， 自己利益を得られる環境か整っ

ていると参加意欲に繋かり， 男性も女性同様に自らの

感情や悩みをサロンで表出することができるのではな

いかと考える。

これらの男性 ニー ズが明らかになると， 当サロンは

二 ー ズに充分応えられていないことがわかる。 “同じ

ような思いをもつものが気楽に集え， ホッとできる力

フェのようなあたたかい場所
”

を目指して取り組んで

いるが， なぜそのような形態にしたのか。 それは女性

患者から「同じような状品の人と出逢える場がほしい」

と相談を受けたのがそもそもの始まりである。 また，

相談者の声を形にしようと企画したのも女性であり，

男性の意見も取り人れてはいるものの， 総合的には女

性の視点で考案されたものが形になっているため男性

が参加しにくいのも当然だと考える。 男女ともに満足

して参加継続できるサロンにするには， 開催者側がそ

れぞれの特性を理解し， 多様なバリエ ー ションをもつ

ことが必要である。 具体的には， 場や状況を迅速， 且

っ正確に読み取り判断する力と， 臨機応変に対応し，

介在できる力が必要だと考える。

【結論】

脳の性差の面から見たひとつの結果として， 男性，

女性， 特有の考え方があり， 男女が同じ体験をしたと

しても， ものの見方や考えが異なっていることが理解

できた。 明らかになった男性参加者の ニー ズを当サロ

ンにも取り入れ， 発展に繋げたいと考える。
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